
１　

児
童
文
学
に
描
か
れ
て
き
た
埼
玉

　

埼
玉
児
童
文
学
と
は
、
埼
玉
出
身
か
在
住
・
一
時
滞
在
し
た
作
家
の
、
あ
る

い
は
、
埼
玉
を
舞
台
と
す
る
か
創
作
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
し
た
作
品
と
捉
え

ら
れ
よ
う
。
本
稿
は
、
同
県
の
出
身
で
は
い
ず
れ
も
な
い
が
、
埼
玉
を
舞
台
と

す
る
大
衆
児
童
文
学
を
書
い
た 
佐  
藤  
紅
緑 
、
さ
ら
に
は
戦
中
・
戦
後
の
埼
玉
の

さ 
と
う 
こ
う
ろ
く

世
相
を
作
品
に
写
し
出
し
た 
壷  
井 

つ
ぼ 
い 
栄 
、
こ
の
二
人
の
文
業
を
考
察
す
る
。
本
篇

さ
か
え

は
、「
埼
玉
の
近
代
文
化 
│
│ 
児
童
文
学
に
お
け
る
展
開
・
石
井
桃
子   
│
│
」の

続
編
で
あ
る
。

２　

佐
藤
紅
緑
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」

２
・
１　

少
年
小
説
作
家
と
し
て
の
紅
緑

　

人
間
・
佐
藤
紅
緑
は
、
彼
へ
の
関
心
の
持
ち
方
の
如
何
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
間
像
を
現
出
さ
せ
る
。
新
聞
記
者
、
脚
本
家
、
通
俗
作
家
、
甚
だ
し
く

は
国
士
と
捉
え
る
者
も
い
る
。
し
か
し
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
紅
緑
の
晩
年
、

一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
四
〇
年
代
に
至
る
、
少
年
・
少
女
小
説
作
家
と
し
て
の

姿
で
あ
る
。
紅
緑
の
こ
の
期
の
代
表
作
は
「
あ
 ゝ
玉 

ぎ
ょ
く 
杯 
に
花
う
け
て
」。
右
作

は
い

（
註
１
）

品
は
し
か
し
、
単
に
文
学
史
上
に
お
い
て
著
名
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

紅
緑
と
版
元
の
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
・
野
間
清
治
と
の
関
わ
り
、
文
化
統
制

と
検
閲
の
実
態
、
芸
術
的
児
童
文
学
と
大
衆
的
児
童
文
学
の
角
逐
、
そ
の
後
の

大
衆
的
児
童
文
学
の
史
的
展
開
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
な
の
で

あ
る
。

２
・
２　

紅
緑
の
来
歴
と
そ
の
作
品

　

紅
緑
は
、
一
八
七
四
年
七
月
、
青
森
県
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
、 
洽
六 
。
一

こ
う
ろ
く

九
〇
六
年
、「
中
央
公
論
」
掲
載
の
「
あ
ん
火
」
に
よ
り
文
壇
入
り
し
、
新
派
脚

本
「
侠
艶
録
」
で
通
俗
作
家
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
は
、
二
七
年
五
月
か
ら
一
年
間
に
わ
た
り
、「 
少 

し
ょ
う

 
年 ねん 
倶
楽
部 
」
に
連
載
。
編
集
は
加
藤
謙
一
。
紅
緑
は
当
時
傲
岸
を
も
っ
て
編
集

く

ら

ぶ

者
か
ら
怖
れ
ら
れ
て
い
た
。
少
年
小
説
執
筆
の
こ
の
依
頼
に
も
当
初
、「
な

に
ッ
、
こ
の
お
れ
に
ハ
ナ
垂
れ
っ
子
の
読
む
小
説
を
書
け
と
い
う
の
か
ッ
」
と

凄
ん
だ
。
加
藤
は
こ
れ
に
対
し
、「
子
ど
も
は
国
の
宝
で
す
ぞ
、
子
ど
も
が
よ
く

な
ら
な
け
れ
ば
日
本
国
は
よ
く
な
ら
な
い
（
の
で
す  
）」
と
、
心
を
擽
る
口
上
で

応
酬
し
た
。

（
註
２
）

（
三
一
）

埼
玉
の
近
代
文
化　
２

　
　

│ 
児
童
文
学
に
お
け
る
展
開　

佐
藤
紅
緑
・
壷
井
栄 
│

河　

野　

基　

樹

─ ２７４ ─



埼玉の近代文化　２

　

連
載
が
始
ま
る
と
、「
少
年
倶
楽
部
」
は
、
三
〇
万
部
か
ら
一
挙
に
四
五
万
部

へ
と
飛
躍
し
た
。
稿
料
は
、
何
枚
書
い
て
も
一
篇
三
百
円
。
編
集
経
費
の
半
分

に
迫
っ
た
。
埼
玉
の
浦
和
の
町
が
作
品
舞
台
。
物
語
は
、
貧
し
く
て
中
等
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
「
豆
腐
屋
の
チ
ビ
公
」
こ
と
青
木
千
三
少
年
が
、
地
元
・
浦

和
の
人
々
に
黙
々
先
生
と
呼
ば
れ
る
篠
原
浩
蔵
の
夜
学
校
に
通
い
、「
検
定
」
で

第
一
高
等
学
校
に
合
格
す
る
と
い
う
筋
立
て
。
黙
々
先
生
は
、「
熊
谷
の
豪
族

の
子
孫
で
」、「
帝
国
大
学
初
期
の
卒
業
者
」、
し
か
し
故
あ
っ
て
、
自
ら
「
官
職

を
辞
し
て
浦
和
に
帰
臥
」
し
た
と
い
う
反
骨
在
野
の
人
物
設
定
。

　

青
木
千
三
の
父
は
、
政
治
熱
に
取
り
憑
か
れ
財
産
を
蕩
尽
、
早
世
し
た
。
千

三
は
、
母
と
と
も
に
伯
父
の
覚
平
を
頼
り
、
そ
の
生
業
を
手
伝
う
。
貧
し
い
千

三
と
裕
福
な
親
友
・
柳
光
一
、
生
蕃
こ
と
酒
井
巌
の
傲
慢
と
い
じ
め
ら
れ
る
千

三
、
父
親
の
い
な
い

千
三
と
助
役
の
子
供
、

夜
学
・
黙
々
塾
と
浦

和
中
学
、
ラ
イ
バ
ル

関
係
の
中
学
校
と
師

範
学
校
、
作
品
構
造

は
こ
の
よ
う
に
明
瞭

か
つ
図
式
的
で
あ
る
。

作
品
の
一
つ
の
大
き

な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
、
黙
々
塾
と
中
学

校
と
の
、
い
わ
ば
知

恵
と
力
比
べ
で
あ
る

対
抗
野
球
試
合
の
場

面
。
黙
々
塾
は
、
中
学
生
チ
ー
ム
を
破
る
。（
＊
写
真
１
参
照
）

　
　

鳥
越　

信：

昭
和
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
佐
藤
紅
緑
の
代
表
作
「
あ
ゝ
玉
杯

に
花
う
け
て
」
の
中
に
、
中
等
野
球
の
問
題
が
は
い
っ
て
く

る
わ
け
で
す
ね
。

　
　

西
郷
竹
彦：

あ
の
こ
ろ
の
青
春
と
い
う
の
は
野
球
、
ス
ポ
ー
ツ
ね
。

　
　

鳥
越　

信：

あ
れ
に
は
浦
和
中
学
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
よ
。
浦
和
中
学

と
い
う
の
は
野
球
の
ほ
う
の
名
門
で
ね
。
そ
の
浦
和
中
学
に

対
抗
し
て
黙
々
塾
と
い
う
主
人
公
の
少
年
が
行
っ
て
い
る
私

設
の
野
球
チ
ー
ム
が
対
等
に
試
合
を
す
る
。
そ
こ
に
精
神
教

育
の
夢
を
見
い
だ
し
て
い
る
わ
け
で
す
。（「
佐
藤
紅
緑
と

『
少
年
倶
楽
部
』  
」）

　

私
塾
が
「
名
門
」
校
を
破
る
こ
の
場
面
は
、
少
年
読
者
に
と
っ
て
、
胸
お
ど

る
作
品
部
分
で
あ
っ
た
。

２
・
３　

紅
緑
と
野
間
清
治

２
・
３
・
１　

立
身
・
出
世
の
階
梯

　
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
の
創
作
に
お
い
て
、
紅
緑
自
身
は
何
を
意
図
・
指

向
し
て
い
た
の
か
。
紅
緑
に
「
私
の
小
説
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。

　
　
　

私
は
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
に
お
い
て
諸
君
の
前
に
提
供
し
た
問

題
は
や
は
り
友
情
と
義
侠
と
師
弟
の
愛
で
し
た
、
特
に
私
は
今
日
の
学
生

に
最
も
欠
け
て
居
る
も
の
は
、
師
に
対
す
る
礼
儀
の
な
い
事
。 
艱  
苦 
に
耐

か
ん 
く

ゆ
る
力
の
な
い
事
、
卑
劣
な
娯
楽
に
耽
る
事
、
こ
の
三
つ
だ
と
思
っ
て
居

り
ま
す  
。

　

し
か
し
、
紅
緑
が
い
か
に
熱
心
に
こ
の
よ
う
に
説
こ
う
と
も
、
少
年
読
者
は
、

�
貧
困
に
め
げ
ず
上
級
学
校
へ
進
学
す
る
�
と
い
う
作
品
部
分
に
こ
そ
、
惹
き
付

（
註
３
）

（
註
４
）

（
三
二
）

─ ２７３ ─

写真１　「あゝ玉杯に花うけて」の作品舞台・鹿島台
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あった。）



け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

鳥
越　

信：

佐
藤
紅
緑
の
少
年
小
説
に
は
、
た
い
て
い
志
を
い
だ
い
て
向

学
心
に
燃
え
る
け
な
げ
な
少
年
が
出
て
く
る
ん
で
す
が
、
そ

の
家
庭
環
境
が
み
な
貧
し
い
。
そ
の
貧
困
に
も
め
げ
ず
、
向

学
心
を
持
っ
て
目
的
に
進
ん
だ
と
い
う
の
が
、
一
口
に
い
っ

て
彼
の
物
語
で
す
ね
。（「
佐
藤
紅
緑
と
『
少
年
倶
楽
部
』  
」）

　

少
年
た
ち
に
は
実
は
、�
友
情
と
義
侠
と
師
弟
愛
�
の
お
説
教
よ
り
も
切
実
な

悩
み
事
が
あ
っ
た
の
だ
。
登
場
人
物
・
千
三
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
に
は
進
学

の
夢
が
果
せ
な
い
と
い
う
身
の
上
に
つ
い
て
で
あ
る
。
紅
緑
作
品
へ
の
深
い
自

己
投
影
と
、
強
い
共
感
は
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

西
郷
竹
彦：

師
範
（
は
）
学
費
免
除
、
卒
業
す
る
と
就
職
は
き
ま
っ
て
い

た
、
中
学
、
高
校
、
大
学
と
上
へ
行
く
人
間
…
…
こ
れ
は
家

庭
の
い
い
と
こ
ろ
、
頭
は
い
い
け
ど
貧
乏
な
と
い
う
の
は
師

範
学
校
と
か
、
戦
争
に
な
っ
て
か
ら
（
は
）
軍
関
係
の
学
校
。

（「
佐
藤
紅
緑
と
『
少
年
倶
楽
部
』  
」）

　

佐
藤
忠
男
は
、「
佐
藤
紅
緑
論
」
の
中
で
、
こ
の
問
題
を
よ
り
直
截
に
、「
佐

藤
紅
緑
の
少
年
小
説
は
、
一
口
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
立
身
出
世
主
義
の
教
訓
小

説
で
あ
る  
」
と
い
う
言
葉
で
述
べ
て
い
る
。「
少
年
倶
楽
部
」
の
誌
面
に
は
、
編

集
部
に
よ
り
、
実
際
に
、
次
の
よ
う
な
文
面
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
　
『
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
』
―
―　
本
誌
五
月
号
よ
り
連
載　
―
―　

文
壇

の
大
家
佐
藤
紅
緑
先
生
が
、
前
途
あ
る
天
下
の
少
年
に
対
す
る
、
燃
ゆ
る

よ
う
な
熱
情
か
ら
、
心
血
を
そ
ゝ
い
で
執
筆
さ
れ
た
一
代
の
大
傑
作
！ 
少

年
と
い
う
少
年
が
、
一
読
発
奮
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
よ
う
な

強
い
感
動
を
の
こ
す
も
の
、
曾
て
見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
大
立
志
小

説
、
希
望
に
向
か
っ
て
進
ま
る
ゝ
少
年
諸
君
の
道
程
を
て
ら
す
光
明
と
し

（
註
５
）

（
註
６
）

（
註
７
）

て
熱
読
す
べ
き
は
こ
れ
で
あ
る  
。

　

こ
の
「
満
天
下
の
少
年
が
熱
読
す
べ
き
立
志
小
説  
」
の
連
載
に
関
し
て
、
編

集
部
は
さ
ら
に
、「「
玉
杯
」
に
対
す
る
読
者
の
感
激
」
と
い
う
囲
み
記
事
を
設

け
、「
佐
藤
紅
緑
先
生
が
少
年
諸
君
の
為
に
御
執
筆
下
さ
る
こ
の
「
あ
ゝ
玉
杯
に

花
う
け
て
」
に
就
い
て
は
愛
読
者
諸
君
か
ら
熱
烈
な
賛
嘆
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
」
と
自
賛
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
読
者
の
感
想
文
を
誌
面
に
掲
載
し
て

い
る
。

　
　
　
「
あ
ゝ
玉
杯
に
」を
読
ん
だ
時
は
思
わ
ず
胸
を
躍
ら
し
ま
し
た
。
都
合
で

中
学
へ
ゆ
け
な
い
私
等
の
無
二
の
友
達
で
す
。
私
は
き
っ
と
、
勉
強
し
て
、

中
学
の
者
に
負
け
ま
い
と
決
心
し
ま
し
た
。（
横
浜
市　

東
福
寺
武
）

　
　
　

貧
に
泣
き
、
失
望
も
起
こ
し
、
苦
し
み
を
も
し
て
、
希
望
を
起
こ
し
、

感
謝
し
て
一
心
勉
強
す
る
心
、
読
者
自
ら
奮
起
す
る
、
僕
に
は
心
の
薬
で

あ
り
ま
す
。（
大
分
県
日
田
町　

宇
野
義
雄
）

　

対
抗
試
合
に
勝
つ
と
は
、
進
学
を
断
念
し
た
少
年
、
多
く
は
「
少
年
倶
楽
部
」

の
廻
し
読
み
の
読
者
で
も
あ
る
そ
う
し
た
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
上
級
学
校
へ

当
た
り
前
の
よ
う
に
進
学
す
る
少
年
た
ち
へ
一
矢
を
報
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
。
強
靭
な
社
会
構
造
を
前
に
、
負
け
続
け
る
こ
と
を
宿
命
づ
け
ら

れ
て
い
る
下
積
み
の
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
千
三
の
立
身
は
、
己
が
身
に
カ
タ

ル
シ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
逆
説
的
に
言
え
ば
、
下
積
み
の
少
年

た
ち
の
そ
の
よ
う
な
感
受
性
に
、
巧
み
に
こ
の
作
品
は
入
り
込
ん
で
い
っ
た
、

と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
作
家
・
編
集
者
・
出
版
業
者
は
三
者
共
同
で
、
教
育

の
機
会
を
奪
わ
れ
、
立
身
の
望
み
を
絶
た
れ
た
少
年
た
ち
を
惑
溺
さ
せ
る
独
特

の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
三
者
、
紅
緑
・
加
藤
謙
一
・

野
間
清
治
の
三
人
が
い
ず
れ
も
、
学
歴
と
立
身
と
の
関
係
を
こ
れ
ま
で
繰
り
返

（
註
８
）

（
註
９
）

埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第５号

（
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三
）
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埼玉の近代文化　２

し
身
に
沁
み
て
感
じ
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
も
と
も
と
共

通
の
強
い
紐
帯
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
玉
杯
」
の
物
語
内
容
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
、
こ
の
三
人
に
こ
れ
ま
で
降
り
掛
か
っ
た
で
あ
ろ
う
学
歴
上
の
蹉
跌
と

重
な
り
合
っ
て
い
る
。

　

紅
緑
は
少
年
時
代
よ
り
、
学
校
を
転
々
と
し
、
東
奥
義
塾
に
二
年
、
青
森
尋

常
中
学
に
四
年
、
上
京
し
、 
陸
羯
南 
の
書
生
に
な
っ
て
か
ら
も
、
法
学
院
、
国

く
が
か
つ
な
ん

学
院
な
ど
に
学
ぶ
が
、
中
途
退
学
す
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
、
最
終
学
歴
は
結
局

は
尋
常
小
学
校
で
あ
っ
た
。
加
藤
謙
一
も
、
師
範
（
二
部
）
の
出
身
で
あ
る
が
、

小
学
校
教
師
で
は
自
恃
が
許
さ
な
か
っ
た
の
か
、「
教
員
を
や
め
て
郷
里
を
出

て
来
た
」
も
の
の
、「
事
志
と
違
っ
て
ま
ご
ま
ご
し
て
い
た
の
を
野
間
社
長
に
拾

わ
れ
た
（
と
い
う
）
い
き
さ
つ  
」
を
語
る
の
を
常
と
し
て
い
た
。
野
間
自
身
も
、

高
等
小
学
校
卒
業
、
師
範
学
校
入
学
、
僥
倖
に
恵
ま
れ
て
の
養
成
所
入
所
、
中

学
校
教
員
か
ら
県
視
学
へ
と
い
う
経
歴
を
辿
る
が
、
こ
の
道
程
は
野
間
に
と
っ

て
、
学
歴
差
別
社
会
に
お
い
て
味
あ
わ
さ
れ
た
仕
打
ち
を
屈
託
と
し
て
胸
に
刻

ん
だ
ま
ま
、
身
を
切
り
血
を
吹
き
出
さ
せ
な
が
ら
一
段
一
段
登
っ
て
行
く
、
立

身
出
世
の
階
梯
で
あ
っ
た
。

２
・
３
・
２　

も
う
一
つ
の
〈
野
間
清
治
伝
〉

　

野
間
は
、『
体
験
を
語
る
』『
処
世
の
道
』『
出
世
の
礎
』『
修
養
雑
話
』『
栄
え

ゆ
く
道
』『
野
間
清
治
短
話
集
』『
世
間
雑
話
』
な
ど
、
数
多
く
の
�
ハ
ウ
ツ
ー

本
�
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
の
本
は
、
読
者
の
立
身
出
世
に
は
結
局
な
ん
ら
役
立

た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
野
間
自
身
の
経
歴
と
立
身
出
世
に
賭
け
る
心
情
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
鮮
や
か
に
示
し
て
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
野
間
は
、

自
社
の
出
版
物
に
、
右
書
籍
の
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。『
体
験
を

語
る
』の
出
版
に
際
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
広
告
が
打
た
れ
た
。「
▲ 
中
等

（
註　

）
１０

学
校
へ
入
ら
な
く
と
も
偉
く
な
れ
る
（
苦
労
・
よ
り
強
く
・
リ
ン
カ
ー
ン
・
そ

の
一
日
・
貴
ぶ
べ
き
実
学  
）」。
同
書
の
巻
頭
に
は
、「
中
等
学
校
へ
入
ら
な
く
と

も
偉
く
な
れ
る
」
と
い
う
章
段
が
設
け
ら
れ
、「
小
学
校
を
卒
業
し
た
ゞ
け
で
、

必
ず
し
も
中
等
学
校
に
入
ら
な
く
と
も
、
偉
く
な
る
こ
と
は
出
来
る
も
の
で
あ

る
。
偉
く
な
る
こ
と
の
出
来
る
人
は
、
進
ん
で
中
等
学
校
に
入
つ
て
も
入
ら
な

く
と
も
偉
く
な
れ
る
も
の
で
あ
る
。
入
る
と
入
ら
ぬ
と
は
左
程
の
問
題
で
は
な

い
」  
と
麗
々
し
く
論
じ
ら
れ
る
。

　
『
野
間
清
治
伝  
』
を
紐
解
き
た
い
。「
こ
の
一
家
は
財
政
的
に
言
へ
ば
貧
乏
で

あ
つ
た
。
し
か
し
精
神
的
に
言
へ
ば
非
常
に
富
裕
で
あ
つ
た
。
野
間
清
治
は
富

め
る
家
庭
に
教
育
せ
ら
る
ゝ
の
幸
福
を
恵
ま
れ
た
少
年
で
あ
つ
た
」。「
明
治
二

十
九
年
四
月
六
日
、
十
九
歳
の
春
、
野
間
清
治
は
群
馬
県
尋
常
師
範
学
校
に
入

学
」。「
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
、
こ
の
異
彩
を
放
て
る
一
生
徒
は
、
無
事
に

師
範
学
校
を
卒
業
し
た
の
で
あ
つ
た
」。「
明
治
三
五
年
一
月
十
五
日
に
は
実
業

補
習
学
校
規
定
が
改
正
せ
ら
れ
、
文
部
大
臣
は
こ
れ
に
就
い
て
訓
令
を
出
し
た
。

二
月
六
日
に
は
中
学
校
教
授
要
目
が
定
め
ら
れ
た
。
同
十
七
日
に
は
地
方
学
事

通
則
中
若
干
の
改
正
が
行
は
れ
た
。
三
月
二
十
九
日
に
は
臨
時
教
員
養
成
所
規

定
が
定
め
ら
れ
た
」。
中
等
教
員
の
絶
対
数
不
足
の
解
消
を
目
的
に
、
こ
の
臨

時
教
育
養
成
所
が
全
国
に
六
箇
所
設
置
さ
れ
た
。「
山
村
の
一
青
年
教
師（
野
間

清
治
）
も
、
ま
た
こ
の
時
代
の
大
浪
の
飛
沫
を
浴
び
て
起
ち
上
つ
た
。
そ
れ
は

大
き
な
天
の
配
剤
で
あ
る
か
の
や
う
に
思
へ
る
」。
世
に
は
、
仮
に
如
何
な
る

文
彩
が
施
さ
れ
よ
う
と
も
、
事
実
そ
の
も
の
が
語
る
事
柄
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

右
は
、
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

　

養
成
所
卒
業
後
、
野
間
は
給
与
条
件
の
良
か
っ
た
沖
縄
に
赴
任
、
間
も
な
く

県
視
学　
―
―　
旧
制
の
地
方
教
育
行
政
官　
―
―　
に�
栄
転
�
す
る
。『
私
の
半

生
』  
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
註　

）
１１

（
註　

）
１２

（
註　

）
１３

（
註　

）
１４

（
三
四
）
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（
沖
縄
県
庁
）
学
務
課
の
諸
君
が
、
私
を
県
視
学
に
推
薦
し
て
く
れ
た
理

由
の
一
つ
は
、
私
の
性
格
が
こ
の
方
面
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
な
お
ほ
か
に
、
こ
ん
な
理
由
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は

中
学
と
師
範
と
の
反
目
で
、
生
徒
も
教
師
も
一
緒
に
な
っ
て
、
た
が
い
に

敵
視
す
る
と
い
う
不
愉
快
な
傾
向
を
、
私
に
よ
っ
て
緩
和
さ
せ
た
い
た
め

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
私
の
群
馬
師
範
時
代
に
も
、
中
学
の
生
徒
が
、
師
範

の
生
徒
を
「 
孑
孑 
」
と
か
「
寄
生
虫
」
と
か
い
っ
た
の
を
憤
慨
し
て
、
ず

ぼ
う
ふ
ら

い
ぶ
ん
大
喧
嘩
を
し
て
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
が
、
師
範
の

卒
業
生
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
中
学
の
教
師
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
師
範

の
教
師
と
い
た
っ
て
仲
よ
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
こ
れ
ら
を

考
え
て
、
両
者
の
間
の
険
悪
な
空
気
も
、
野
間
に
よ
っ
て
よ
ほ
ど
和
ら
げ

得
る
で
あ
ろ
う
、
ぜ
ひ
そ
う
さ
せ
た
い
も
の
だ
と
い
う
よ
う
な
意
図
も

あ
っ
た
ら
し
い
。

　
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
に
、
右
と
全
く
同
じ
く
、
旧
制
中
学
校
の
生
徒
と

師
範
学
校
生
と
の
喧
嘩
の
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
紅
緑
は
、
野

間
と
語
ら
い
合
う
中
で
、
野
間
が
中
学
校
・
師
範
学
校
い
ず
れ
も
の
校
風
を
知

悉
し
、
両
者
の
確
執
に
つ
い
て
も
詳
し
い
こ
と
を
知
り
、
そ
の
経
歴
を
少
年
小

説
の
形
に
仮
託
し
て
、
新
た
な
る
も
う
一
つ
の
《
野
間
清
治
伝
》
を
書
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
小
説
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
は
、
そ
れ
を
仔
細
に
見

る
な
ら
ば
、
野
間
個
人
史
の
物
語
化
と
し
て
読
み
替
え
る
こ
と
の
で
き
る
要
素

を
数
多
く
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
・
４　

立
身
・
出
世
の
�
講
談
�

　
「
少
年
倶
楽
部
」
文
化
の
関
係
者
の
人
性
、
さ
ら
に
彼
ら
の
�
作
品
�
や
�
回

顧
録
�
を
繙
く
時
、
立
身
や
功
名
に
拘
っ
て
、
大
衆
の
素
朴
な
心
の
琴
線
を
捉

え
、
涙
を
絞
ら
せ
る
体
の
�
講
談
�
に
見
紛
う
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
佐

藤
愛
子
は
父
親
・
紅
緑
を
次
の
よ
う
に
見
た
。

　
　
　

野
間
清
治
は
こ
う
い
っ
た
。「
講
談
社
は
国
士
と
し
て
紅
緑
を
遇
す
べ

し
」。
通
俗
道
徳
を
啓
蒙
し
よ
う
と
し
て
い
る
野
間
清
治
と
紅
緑
は
、
お

互
い
に
感
激
家
で
あ
る
点
で
互
い
に
惹
き
合
う
も
の
が
あ
っ
た
。「
野
間

清
治
は
偉
人
だ
。
世
間
は
彼
の
真
価
を
知
ら
ん
。
あ
の
男
の
真
の
値
打
ち

を
知
っ
て
い
る
の
は
俺
ひ
と
り
だ
ろ
う
」、
紅
緑
は
そ
う
い
っ
た
。
彼
は

野
間
清
治
へ
の
友
情
の
た
め
に
講
談
社
以
外
の
雑
誌
の
仕
事
は
一
切
引
き

受
け
な
か
っ
た
。（『
花
は
く
れ
な
い
』
佐
藤
愛
子  
）

　

紅
緑
も
野
間
も
、�
義
侠
を
重
ん
ず
る
�
こ
と
を
以
っ
て
自
ら
を
半
ば
任
じ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
情
は
し
か
し
、
砂
田
弘
が
言
う
よ
う
に
次
の
如
く
で
は

な
か
っ
た
か
。

　
　
　

野
間
清
治
の 
慇
懃 
な

い
ん
ぎ
ん

 
招 

し
ょ
う 
聘 
と
紅
緑
自
身
の
文
学
的
な
行
詰
り
が
そ
の
主

へ
い

な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
修
養
雑
話
」の
著
者
で
あ
る
野
間
清
治

が
義
侠
と
人
情
の
世
界
を
描
く
に
巧
み
で
あ
っ
た
紅
緑
に
感
心
を
寄
せ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
考
え
や
す
い
と
こ
ろ
だ
し
、
事
実
、
人
間
修
養
を
標
榜

す
る
「
少
年
倶
楽
部
」
に
と
っ
て
紅
緑
は
恰
好
な
作
家
で
あ
っ
た  
。

　
�
義
侠
��
国
民
性
の
啓
発
�
そ
し
て
�
人
格
の
涵
養
�
な
ど
と
い
っ
た
言
葉

は
何
時
も
、
そ
れ
が
持
ち
出
さ
れ
る
に
都
合
が
良
い
時
に
、
そ
う
思
っ
た
人
間

に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
る
言
葉
な
の
で
あ
る
。

２
・
５　

文
化
統
制
と
検
閲

　

思
想
転
向
の
時
代
を
迎
え
、
紅
緑
は
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
退
場
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
っ
た
。
紅
緑
と
講
談
社
と
の
絶
縁
は
、
一
九
四
〇
年
。
自
筆
年
譜
に

「
少
年
倶
楽
部
不
遜
な
る
を
以
て
同
誌
と
絶
つ
」と
あ
る
。
編
集
者
の
無
作
法
が

（
註　

）
１５

（
註　

）
１６
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埼玉の近代文化　２

原
因
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
直
接
的
原
因
は
、
原
稿
の
書
き
直
し
を
依
頼

さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。「
作
品
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
指
摘
さ
れ
、
は
じ
め
て
書

き
直
し
を
命
じ
ら
れ
た
紅
緑
は
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
て
激
怒
し
、
筆
を

折
っ
た
の
で
あ
る  
」。
し
か
し
、
決
定
的
理
由
は
、
後
ろ
盾
で
あ
っ
た
盟
友
・
野

間
の
急
逝
（
三
八
年
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
代
は
移
ろ
い
つ
つ
あ
っ
た
。

　

新
体
制
、
革
新
官
僚
、
総
力
戦
の
時
代
へ
と
進
み
行
く
な
か
で
、
そ
の
存
在

が
国
士
や
思
想
浪
人
の
よ
う
に
世
に
見
做
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
紅
緑

の
言
動
は
自
ず
か
ら
、
古
色
蒼
然
た
る
迂
遠
な
も
の
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て

来
た
に
相
違
な
い
。
同
じ
�
忠
孝
�
の
宣
教
で
あ
っ
て
も
、
紅
緑
の
そ
れ
は
大

時
代
的
な
趣
き
で
、
時
の
少
国
民
の
思
想
を
涵
養
す
る
に
は
、
も
は
や
不
適
当

で
あ
っ
た
。

　

折
り
か
ら
内
務
省
の
統
制
は
、
児
童
文
学
に
も
掛
け
ら
れ
始
め
て
い
た
。
三

八
年
四
月
、
内
務
省
警
保
局
図
書
課
は
調
査
に
着
手
、
民
間
の
児
童
文
化
関
係

者
に
、
統
制
を
目
的
と
す
る
「
幼
少
年
雑
誌
改
善
に
関
す
る
答
申
案
」
の
提
出

を
依
頼
、
そ
れ
ぞ
れ
の
答
申
案
か
ら
、
摘
出
構
成
し
た
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関

ス
ル
」
警
保
局
図
書
課
案
を
作
成
、
一
〇
月
二
五
日
、「
廃
止
す
べ
き
事
項
ソ
ノ

他
」
を
決
定
、「
要
綱
」
と
し
て
示
し
た
。
以
下
、
摘
録
す
る
。

　
　
﹇
廃
止
ス
ベ
キ
事
項
﹈　

一
、
活
字 
（
２
）
振
仮
名
ノ
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
内
容
の
野
卑
、
陰
惨
、
猟
奇
的
ニ
渉
ル
読
物

　
　
﹇
編
集
上
ノ
注
意
事
項
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
教
訓
的
タ
ラ
ズ
シ
テ
教
育
的
タ
ル
コ
ト  

　

編
集
当
事
者
に
と
っ
て
こ
の
「
要
綱
」
は
、
自
社
の
「
倶
楽
部
」
雑
誌
を
名

指
し
し
て
の
統
制
、
と
い
う
意
識
で
受
け
と
め
ら
れ
た
。

　
　
　

記
事
統
制
の
第
一
波
は
、
こ
の
（
三
八
）
年
十
月
二
十
六
日
、
ま
ず
児

童
雑
誌
に
発
せ
ら
れ
た
。
内
務
省
が
行
な
っ
た
児
童
読
物
の
浄
化
運
動
で
、

（
註　

）
１７

（
註　

）
１８

内
容
は
次
の
よ
う
な
提
示
事
項
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
、

最
初
の
少
国
民
文
化
統
制
で
あ
っ
た
。
社
の
出
版
物
と
し
て
は
、「
少
年

倶
楽
部
」「
少
女
倶
楽
部
」「
幼
年
倶
楽
部
」
の
各
誌
が
該
当
し
た  
。

　

特
に
紅
緑
作
品
は
、
い
わ
ば
「
教
訓
的
タ
ラ
ザ
ル
ナ
シ
」
が
そ
の
最
大
の
特

徴
で
あ
る
。
当
時
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
の
編
集
者
で
あ
っ
た
西
村
俊
成
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
　
　

振
仮
名
の
問
題
で
は
、
わ
れ
わ
れ
も
ず
い
ぶ
ん
闘
っ
た
。
佐
藤
紅
緑
先

生
な
ん
か
「
内
務
省
の
小
役
人
何
を
い
う
か
。
振
仮
名
が
あ
っ
て
こ
そ
む

つ
か
し
い
文
字
も
覚
え
、
言
葉
も
覚
え
る
の
だ
」
と
、
憤
慨
さ
れ
た  
。

　
「
少
年
倶
楽
部
」
の
編
集
方
針
の
転
換
と
、
そ
れ
の
誌
面
へ
の
反
映
を
前
に
し

て
、「
軍
国
主
義
謳
歌
に
、
紅
緑
も
、
彼
な
り
に
お
も
ね
よ
う
と
し
た
あ
と
は
見

ら
れ
る
」。
し
か
し
、
紅
緑
作
品
の
特
徴
は
、
十
年
一
律
に
�
貧
し
い
少
年
の
立

身
奮
闘
�
に
あ
っ
た
。「
紅
緑
は
体
制
維
持
の
作
家
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
代

に
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
臆
面
も
な
く
、
体
制
に
便
乗
す
る
よ
う
な
節
操
の

な
い
作
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る  
」。

　
　
　

紅
緑
は
相
変
ら
ず
義
侠
と
人
情
の
世
界
を
描
く
こ
と
に
固
執
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
近
代
社
会
の
成
立
に
伴
う
近
代
思
想
の
浸
透
に
紅

緑
が
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
重
大
（「
少
年
少
女
小
説
の
位
置
」

砂
田
弘  
）

　

総
力
戦
の
時
代
に
、
ま
た
〈
近
代
の
超
克
〉
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
な
か
、
紅

緑
の
前
近
代
の
様
相
は
、
同
時
代
性
を
逸
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

２
・
６　

芸
術
的
児
童
文
学
と
大
衆
的
児
童
文
学

　

一
九
六
〇
年
を
前
後
し
て
、
児
童
文
学
界
に
は
、
幾
つ
か
の
理
論
闘
争
が
持

ち
上
が
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
少
年
小
説
の
日
本
児
童
文
学
史
へ
の
位
置
付
け

（
註　

）
１９（

註　

）
２０

（
註　

）
２１
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）
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に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
論
争
は
主
に
、
佐
藤
紅
緑
と
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う

け
て
」
の
評
価
を
巡
っ
て
行
わ
れ
た
。
戦
後
期
に
あ
っ
て
、
論
争
が
起
る
ま
で

は
、「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
を
含
め
紅
緑
作
品
は
概
ね
、「
通
俗
の
一
語
で

黙
殺
さ
れ
が
ち
だ
っ
た  
」。
佐
藤
忠
男
は
こ
の
現
状
に
異
を
唱
え
、「
少
年
の
理

想
主
義
に
つ
い
て  
」（
五
九
年
三
月
）
に
お
い
て
、
当
時
の
少
年
の
精
神
形
成
に

重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
再
評
価
す
る
動
き
に
出
た
の
で
あ
る
。
右
の
主

張
に
対
し
て
は
、
当
然
、
反
批
判
が
出
た
。
山
中
恒
・
山
本
明
の「
佐
藤
忠
男「
少

年
の
理
想
主
義
に
つ
い
て
」」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　

佐
藤
が
言
う
よ
う
に
、
少
年
た
ち
が
要
求
し
た
も
の
は
、
少
年
の
イ

メ
ー
ジ
を
刺
戟
し
、
知
識
欲
を
満
足
さ
せ
る
作
品
で
あ
り
、
戦
前
に
お
い

て
は
、
小
川
未
明
、
浜
田
広
介
、
坪
田
譲
治
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

芸
術
的
児
童
文
学
よ
り
も
、『
少
年
倶
楽
部
』
の
読
物
の
方
が
、
ず
っ
と
大

き
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
い
た

上
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
少
年
た
ち
の
望
ん
だ
も
の　
―
― 
つ
ま
り
豊
か

な
イ
メ
ー
ジ
と
知
識
の
パ
ン
に
対
し
て
、
少
年
軍
事
愛
国
小
説
は
、
石
を

与
え
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か  
。

２
・
７　

大
衆
的
児
童
文
学
を
め
ぐ
る
論
争
史

　

佐
藤
忠
男
論
の
理
論
的
光
背
は
、
鶴
見
俊
輔
「
大
衆
小
説
に
関
す
る
思
い
出
」

（
一
九
四
九
年
）
に
あ
る
。

　
　
　

子
供
の
こ
ろ
、
大
衆
小
説
ば
か
り
読
み
ふ
け
っ
て
し
か
ら
れ
（
た
が
、）

教
科
書
よ
り
も
、
大
衆
小
説
の
方
が
、
心
に
残
っ
て
い
る
。
大
衆
小
説
に

よ
っ
て
心
を
養
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
頃
の
ぼ
く
（
鶴
見
）
の
友

人
達
の
間
で
は
、
珍
し
く
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
大
衆
小
説
と
い
う
も

の
は
、
哲
学
性
の
濃
厚
な
芸
術
で
あ
る
。
日
本
の
純
文
芸
と
比
較
し
て
考

（
註　

）
２３

（
註　

）
２４

（
註　

）
２５

え
る
時
、
日
本
の
大
衆
小
説
は
、
よ
り
多
く
「
人
間
い
か
に
生
く
べ
き
か
」

の
問
題
と
取
り
く
ん
で
き
た
と
い
え
る
し
、
そ
の
意
味
で
、
純
文
芸
よ
り

も
多
分
に
哲
学
的
な
の
で
あ
る  
。

　

鶴
見
の
「
大
衆
小
説
」
の
語
を
、「
大
衆
児
童
文
学
」
に
置
換
す
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
佐
藤
説
に
な
る
。
文
芸
の
�
芸
術
性
��
大
衆
性
�
の
弁
別
を
試
み
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
む
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
論
議
は
当
然
生
じ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
そ

こ
に
は
本
来
、
よ
り
重
要
な
別
の
問
題
が
伏
在
し
て
は
い
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
（
子
供
の
）「
内
的
要
求
」
を
み
た
し
て
く
れ
た
諸
要
素
を
佐
藤
氏
は
指

摘
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
諸
要
素
が
実
は
権
力
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
注
入

の
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
点
を
、
故
意
に
か
偶
然
に
か
、
佐
藤
氏

は
見
落
と
し
て
い
る
の
だ
。「
少
年
倶
楽
部
」
は
、
私
た
ち
を
し
て
軍
国
少

年
へ
と
駆
り
た
て
た
当
時
の
国
家
政
策
、
国
家
体
制
の
一
翼
を
に
な
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
善
悪
は
と
も
か
く
」
と
、
佐
藤
氏
は

い
う
が
、
こ
れ
は
驚
く
べ
き
敗
北
思
想
で
あ
り
、
そ
う
し
た
考
え
方
こ
そ

「
は
っ
き
り
と
欺
瞞
的
」
で
あ
る
（「
大
衆
的
児
童
文
学
」 

鳥
越
信  
）

　

鳥
越
の
右
の
提
起
は
そ
の
後
、
充
分
に
討
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一

方
、
佐
藤
忠
男
は
そ
の
後
も
、「�
俗
悪
児
童
文
学
�
を
弁
護
す
る　
―
『
月
光
仮

面
』
追
放
を
叫
ぶ
ザ
ア
マ
ス
族
の
偽
善
性
批
判　
―   
」
な
ど
に
お
い
て
、
同
じ

主
旨
の
発
言
を
繰
り
返
し
た
。
片
岡
並
男
「
佐
藤
忠
男
氏
の
俗
悪
児
童
文
学
を

弁
護
す
る
論
を
批
判
す
る  
」
は
、
右
に
対
す
る
反
批
判
。

　

又
、
右
か
ら
派
生
す
る
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
上
笙
一
郎
・
加
太

こ
う
じ
『
児
童
文
学
へ
の
招
待
』（
南
北
社 
六
五
年
）
の
刊
行
を
き
っ
か
け
と

す
る
、
第
二
の
�
大
衆
的
児
童
文
学
論
争
�
で
あ
る
。
論
文
名
の
み
を
以
下
に

記
す
。
大
藤
幹
夫
「
上
・
加
太
理
論
を
批
判
す
る  
」（
六
六
年
四
月
）。
上
笙
一

郎
「
大
藤
批
判
を
批
判
す
る  
」（
六
六
年
四
月
）。
大
藤
幹
夫
「
再
び
�
大
衆
的
�

（
註　

）
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註　

）
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埼玉の近代文化　２

児
童
文
学
に
つ
い
て  
」（
六
六
年
八
月
）。
加
太
こ
う
じ
「
児
童
文
学
大
衆
化
論

序
説　
―　
大
藤
論
文
に
事
よ
せ
て　
―  
」（
六
六
年
一
一
月
）。

　
〈
大
衆
的
児
童
文
学
論
争
〉
史
上
に
生
起
し
た
諸
課
題
は
、
解
決
が
い
ま
だ
継

続
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
論
争
は
他
の
文
学
論
争
と
同
様
に
、
生

産
的
な
も
の
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
弁
証
法
的
に
論
議
を
深
め
る

と
い
う
歴
史
の
不
在
、
ま
た
そ
の
能
力
の
も
と
も
と
の
欠
如
と
い
っ
た
日
本
の

思
想
・
思
索
の
隘
路
が
ま
た
も
顔
を
見
せ
て
い
る
。「
大
衆
」
の
原
像
を
巡
る
こ

の
論
争
は
し
か
し
、
芸
術
大
衆
化
論
争
、
横
光
利
一
の
提
唱
し
た
「
純
粋
小
説

論
」（
三
五
年
）、
鶴
見
俊
輔
「
限
界
芸
術
」
論　
―
―
�
純
粋
芸
術
（P

ure

 
    

A
rt

 
  
）
�
�
大
衆
芸
術
（P

opular
A

rt

 
        
  
）��
限
界
芸
術
（M

arginalA
rt

 
         
  
）�
の
構

想
・
理
念　
│
│
、
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
論
な
ど
と
垣
根
越
し
の
、
重
大
な
思
潮

史
的
課
題
を
内
包
し
て
い
る
の
だ
。

３　

壷
井
栄
と
埼
玉

３
・
１　

壷
井
栄
の
来
歴

　

壷
井
栄
は
、
一
八
九
九
年
八
月
五
日
、
香
川
県 
小 

し
ょ
う 
豆  
郡  
坂  
手  
村 
（
現  
内 
海
   

町

ず 
ぐ
ん 
さ
か 
て 
む
ら 

う
ち 
の
み   
ま
ち

坂
手
）
に
、
岩
井
藤
吉
・
ア
サ
の
五
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
・
藤
吉
は
、
小

豆
島
の
特
産
・
醤
油
を
入
れ
る
樽
職
人
。
母
・
ア
サ
は
、
十
人
に
及
ぶ
実
子
を

養
育
し
た
上
、
親
と
死
別
し
た
放
浪
の
孤
児
二
人
を
引
き
取
っ
て
育
て
た
。
職

掌
柄
、
い
つ
も
数
人
の
職
人
を
抱
え
、
家
に
は
二
十
人
前
後
が
同
居
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
血
の
繋
が
り
、
そ
れ
だ
け
に
は
信
を
置
か
ぬ
、
共
に
生
き
る
中
で

育
つ
心
の
結
び
つ
き
、
両
親
の
生
き
方
は
、
後
の
栄
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
二
五
年
に
上
京
、
壷
井
繁
治
と
結
婚
。
子
の
無
か
っ
た
栄
は
、
上
京
後

も
、
妹
や
妹
の
子
供
を
、
実
子
の
よ
う
に
愛
し
た
。
二
五
年
、
妹
（
六
女
・
ス

（
註　

）
３２

（
註　

）
３３

エ
）
の
遺
児
・
真
澄
を
引
き
取
っ
た
。
二
六
年
、
妹
二
人
（
シ
ン
・
貞
枝
）
を

東
京
に
引
き
取
り
、
上
級
学
校
へ
通
わ
せ
た
。
四
五
年
、
長
兄
の
孫
・
右
文
を

そ
の
両
親
の
早
世
を
理
由
に
引
き
取
る
。
悠
揚
迫
ら
ざ
る
栄
の
こ
の
態
度
は
、

確
か
に
母
親
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

栄
は
末
の
妹
・
貞
枝
を
溺
愛
し
た
。
そ
の
初
期
作
品
の
多
く
は
、
貞
枝
一
家

を
モ
デ
ル
と
す
る
。
貞
枝
は
、
結
婚
後
、
小
豆
島
在
で
あ
っ
た
が
、
長
女
・
発

代
に
は
眼
の
障
害
が
あ
っ
た
。
良
い
医
療
を
求
め
て
奮
闘
す
る
貞
枝
の
姿
を
描

い
た
「
大
根
の
葉
」
が
栄
の
出
世
作
。
栄
は
励
ま
し
の
便
り
を
送
り
、
貞
枝
か

ら
は
、
長
女
・
発
代
、
そ
し
て
発
代
の
兄
の
長
男
・
研
造
の
日
常
を
記
し
た
返

信
が
あ
っ
た
。
折
り
か
ら
、
こ
の
三
〇
年
代
の
半
ば
、
夫
・
繁
治
は
度
々
検
挙
・

投
獄
さ
れ
て
い
た
。
革
命
運
動
犠
牲
者
救
援
会
（
モ
ッ
プ
ル
）
の
活
動
を
通
じ

て
、
栄
は
、
宮
本
百
合
子
・
佐
多
稲
子
と
知
り
合
っ
た
。
三
六
年
頃
、
窪
川

（
佐
多
）
稲
子
に
、
妹
一
家
の
日
々
の
模
様
を
語
っ
て
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
書
け
ば
、
小
説
に
な
る
と
勧
め
ら
れ
る
。「
大
根
の
葉
」
を
執
筆
。

宮
本
百
合
子
の
推
薦
が
あ
っ
て
、
三
八
年
九
月
、
改
造
社
の
「
文
芸
」
に
掲
載

さ
れ
る
。
栄
は
こ
の
時
、
四
十
一
歳
。
遅
い
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

　

栄
は
こ
れ
以
降
、
自
身
の
甥
・
研
造
と
姪
・
発
代
を
、�
健
�
と
�
克
子
�
の

物
語
と
し
て
、
創
作
の
中
で
も
そ
の
成
長
を
見
守
っ
た
。
四
〇
年
、
貞
枝
に
、

発
代
と
同
病
の
男
児
が
生
ま
れ
る
が
早
世
。
こ
の
次
男
・
光
多
、
後
に
生
ま
れ

た
三
男
・
直
吉
を
加
え
四
人
の
子
は
、「
大
根
の
葉
」
以
後
、
作
品
「
風
車
」、

「
赤
い
ス
テ
ッ
キ
」、「
窓
」、「
霧
の
街
」、「
眼
鏡
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
「
め

が
ね
」、「
お
べ
ん
と
う
」、「
雪
の
記
憶
」
の
諸
作
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
描
か
れ
た
。

貞
枝
と
、
そ
の
夫
・ 
戎  
居  
仁  
平  
治 
、
甥
や
姪
を
描
く
そ
れ
ら
物
語
は
、
多
く
が

い
ぬ 
い 

に 
へ
い 
じ

埼
玉
県
熊
谷
市
を
舞
台
と
す
る
。
栄
作
品
の
舞
台
と
し
て
折
々
現
わ
れ
る
熊
谷

市
は
、
貞
枝
の
夫
の
赴
任
先
で
あ
っ
た
。
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３
・
２　

栄
文
学
と
埼
玉

３
・
２
・
１　

栄
作
品
の
〈
埼
玉
も
の
〉

　

栄
文
学
は
、「
二
十
四
の
瞳
」（
一
九
五
二
年
）
を
以
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
舞
台
で
あ
っ
た
小
豆
島
の
印
象
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
一
方
で
、
埼
玉
の
地
が
、
し
ば
し
ば
選
ば
れ
、
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

い
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
栄
文
学
の
中
に
〈
埼
玉
も
の
〉
の
領
域
を

措
定
し
た
い
。
さ
ら
に
三
つ
に
分
節
す
る
。
一
つ
は
、〈
熊
谷
の
妹
家
族
も
の
〉、

二
つ
目
は
、〈
戦
時
国
策
も
の
〉、
三
つ
に
は
、
戦
後
の
長
篇
作
品
「
母
の
な
い

子
と
子
の
な
い
母
と
」。

３
・
２
・
２　
〈
熊
谷
の
妹
家
族
も
の
〉

　
「
ご
か
ぼ
う
の
縁  
」（
一
九
六
一
年
）
か
ら
摘
録
す
る
。

　
　
　

埼
玉
県 
熊
谷  
市 
の
名
物
菓
子
に
ご
か
ぼ
う
と
い
う
の
が
あ
る
。
私
の
妹

く
ま
が
や 
し

が
、
そ
れ
ま
で
い
た
越
後
の
高
田
か
ら
ご
か
ぼ
う
の
熊
谷
に
移
り
住
む
こ

と
に
な
っ
た
。
目
の
悪
い
子
供
を
生
ん
で
悲
嘆
に
く
れ
な
が
ら
、
一
生
け

ん
め
い
に
な
っ
て
い
た
妹
（
貞
枝
）
は
、
東
京
に
い
る
時
も
、
高
田
へ
移
っ

て
か
ら
も
、（
宮
本
）
百
合
子
さ
ん
か
ら
慰
め
や
は
げ
ま
し
の
言
葉
や
手
紙

を
も
ら
っ
て
い
た
そ
う
で
、
熊
谷
へ
移
る
と
す
ぐ
、
ご
か
ぼ
う
を
た
く
さ

ん
も
っ
て
（
百
合
子
を
訪
問
す
る
た
め
に
、）
東
京
へ
や
っ
て
き
た
。

　

貞
枝
の
夫
・
戎
居
仁
平
治
は
こ
れ
以
前
、
家
族
を
小
豆
島
に
置
い
て
単
身
上

京
、
不
遇
を
囲
っ
て
い
た
が
、
新
潟
に
よ
う
や
く
職
を
得
た
。
貞
枝
夫
妻
の
そ

の
後
の
熊
谷
移
住
に
つ
い
て
は
、
壷
井
繁
治
が
書
い
て
い
る
。

　
　
　

わ
た
し
の
甥
の
戎
居
仁
平
治
が
新
潟
県
高
田
か
ら
熊
谷
へ
移
り
、
土
地

の
農
学
校
の
英
語
教
師
に
な
っ
た
の
は
、
前
年
（
四
〇
年
）
の
九
月
ご
ろ

だ
っ
た
。
わ
た
し
の
甥
の
妻
は
、
栄
の
妹
で
あ
り
、
当
時
こ
の
夫
婦
の
間

（
註　

）
３４

に
、
現
在
建
築
家
と
な
っ
て
い
る
長
男
の
研
造
と
、
い
ま
熊
谷
で
ピ
ア
ノ

教
室
を
開
い
て
い
る
妹
の
発
代
、
そ
れ
か
ら
次
男
の
光
多
の
三
人
の
子
供

が
あ
っ
た  
。

　

戎
居
仁
平
治
は
、
一
九
〇
九
年
、
香
川
県
小
豆
郡 
苗
羽  
村 
（
現　

内
海
町
）

の

う

ま
 む
ら

堀
越
に
生
ま
れ
る
。
父
・
仁
一
、
母
・
リ
エ
。
リ
エ
は
、
壷
井
繁
治
の
姉
。
三

三
年
、
岩
井
貞
枝
（
栄
妹
）
と
結
婚
。
同
年
、
思
想
活
動
を
理
由
に
検
挙
。
三

九
年
、
新
潟
県
立
高
田
中
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
。
四
〇
年
、
埼
玉
県

立
熊
谷
農
学
校
に
転
任
。
四
三
年
、
教
職
追
放
を
受
け
る
。
五
〇
年
、
埼
玉
県

西
熊
谷
病
院
に
勤
務
。
後
に
、
関
連
施
設
・
羽
生
園
の
園
長
と
な
り
定
年
ま
で

勤
務
。
病
院
の
模
様
は
、
栄
作
品
「
紙
一
重  
」（
五
三
年
）
に
描
か
れ
る
。
九
三

年
、
永
眠
。
長
男
・
研
治
は
、
三
三
年
九
月
、
小
豆
島
の
生
ま
れ
。
発
代
は
、

三
五
年
三
月
に
小
豆
島
で
、
光
多
は
、
四
〇
年
五
月
に
新
潟
で
生
ま
れ
る
。

　

戎
居
研
造
は
、「
父
の
こ
と 
栄
の
こ
と 
そ
し
て
繁
治
の
こ
と  
」
に
お
い
て
、

「
父
に
つ
い
て
の
最
初
の
記
憶
は
私
の
胸
底
に
錘
と
な
っ
て
沈
ん
で
い
る
。
父

の
姿
は
見
え
な
い
の
だ
」、「
時
折
戸
口
に
立
つ
巡
査
が
、
母
に
尋
ね
る
こ
と
と

云
え
ば
ど
う
や
ら
父
の
こ
と
だ
し
、
大
人
た
ち
の
話
声
が
父
の
動
静
に
つ
い
て

は
急
に
小
声
に
な
る
の
だ
っ
た
。
父
が
今
に
も
ま
た
訪
ね
て
く
る
期
待
と
、
何

か
が
起
る
怖
れ
と
で
身
を
固
く
し
た
」
と
書
く
。
幼
時
の
記
憶
で
あ
る
。
思
想

犯
と
し
て
の
保
護
観
察
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
扱
い
で
あ
ろ
う
。
仁
平

治
は
、
こ
れ
が
た
め
に
、
職
を
求
め
て
全
国
を
転
々
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
担
当
科
目
が
、�
敵
性
語
�
の
英
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
さ
ら
な
る
不
利

益
を
招
い
た
。

　

妹
一
家
と
の
交
流
を
描
く
作
品
を
さ
ら
に
幾
つ
か
以
下
に
挙
げ
た
い
。「
縁

起
」  
（
四
六
年
）
に
、「
う
ち
に
飼
っ
て
い
た
鶏
は
終
戦
直
後
熊
谷
か
ら
貰
わ
れ

て
き
た
戦
災
孤
児
の
鶏
だ
っ
た
。
八
月
十
四
日
に
最
後
の
爆
撃
を
う
け
た
熊
谷

（
註　

）
３５

（
註　

）
３６

（
註　

）
３７

（
註　

）
３８
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埼玉の近代文化　２

で
、
一
し
ょ
に
飼
わ
れ
て
い
た
他
の
鶏
た
ち
は
悲
惨
な
運
命
を
辿
り
、
こ
の
一

羽
だ
け
が
無
事
で
私
の
家
へ
貰
わ
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
」
と
あ
る
。
両
家
族
の

頻
繁
な
往
来
に
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
な
物
品
も
行
き
来
し
た
。
掌
篇
「
モ

ル
ト
ゲ
」  
。「
熊
谷
市
に
住
ん
で
い
る
妹
か
ら
、
鯉
を
貰
っ
た
か
ら
お
正
月
に
は

そ
れ
を
持
っ
て
上
京
す
る
と
い
う
便
り
を
貰
っ
た
。
私
は
鯉
に
モ
ル
ト
ゲ
と
い

う
名
を
つ
け
た
。
そ
れ
は
今
、
都
新
聞
に
出
て
い
る
坪
田
譲
治
氏
の
小
説
に
出

て
く
る
鯉
の
名
を
借
り
た
の
で
あ
る
」。
も
う
一
つ
、「
小
熊
座  
」
か
ら
引
く
。

「
小
熊
座
は
埼
玉
県
熊
谷
市
に
あ
る
。
座
主
は
十
歳
に
な
る
私
の
甥
で
、
出
来

た
の
は
つ
い
こ
の
三
月
な
の
に
、
日
と
共
に
発
展
し
て
い
る
と
、
最
近
の
便
り

で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
紙
芝
居
で
あ
る
。
こ
の
舞
台
は
吉
屋
信
子
さ
ん

か
ら
頂
い
た
。
小
熊
座
は
、
熊
谷
市
の
熊
を
と
っ
て
、
私
た
ち
夫
婦
が
命
名
し

た
も
の
で
あ
る
」。

３
・
２
・
３　
〈
戦
時
国
策
も
の
〉

　

栄
文
学
に
は
、
埼
玉
を
舞
台
に
、〈
戦
時
国
策
〉
に
関
係
す
る
文
章
が
あ
る
。

『
壷
井
栄
全
集
』
に
未
収
録
の
随
筆
「
田
植
え
の
日
」
に
着
目
し
た
い
。
右
は
、

一
九
四
三
年
七
月
九
日
、
一
〇
日
、
一
一
日
付
け
の
「
東
京
新
聞
」
に
連
載
さ

れ
た
。
同
文
章
に
よ
れ
ば
、
栄
は
、「
文
学
報
国
会
主
催
の
錬
成
講
座
」、「
田
植

作
業
に
参
加
す
る
た
め
」
に
、「（
埼
玉
県
）
北
足
立
郡 
鴻
巣
町 
農
林
省
農
事
試

こ
う
の
す
ま
ち

験
場
鴻
巣
試
験
地
」
を
訪
問
し
た
。「
錬
成
講
座
の
趣
旨
」
は
、「
聖
戦
下
食
料

増
産
に
邁
進
す
る
農
業
戦
士
の
労
苦
を
味
ひ
、
そ
の
真
姿
を
把
握
し
創
作
の
糧

と
す
る
」
と
い
う
も
の
。
栄
は
こ
の
経
験
を
、「
自
然
と
偶
然
を
相
手
に
永
年
農

作
物
の
研
究
に
携
は
る
人
間
の
研
究
態
度
を
語
る
態
度
の
中
に
、
不
可
能
を
可

能
に
す
る
と
か
、
可
能
を
不
可
能
に
終
ら
し
め
な
い
、
と
い
ふ
言
葉
が
深
い
感

銘
を
も
つ
て
私
の
心
に
残
つ
て
ゐ
る
」、
と
総
括
す
る
。
当
該
試
験
場
の
当
時

（
註　

）
３９

（
註　

）
４０

の
業
務
は
、
単
に
農
事
研
究
に
留
ま
ら
な
い
。
栄
が
加
わ
っ
た
文
報
活
動
は
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
試
験
場
の
次
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
と
表
裏
を
な
す
も
の

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
役
割
と
は
、
同
時
期
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
の
以

下
の
見
出
し
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
「
鴻
巣
に
学
ぶ
�
中
国
の
鍬
の
尖
兵
�」（「
読
売
新
聞
」
埼
玉
版　

四
一
年

一
月
二
六
日
）
／
「
行
脚
す
る
鍬
の
尖
兵 
十
八
日
鴻
巣
試
験
地
を
見
学
」

（「
読
売
新
聞
」
埼
玉
版　

四
一
年
一
一
月
一
四
日
）
／
「
行
脚
す
る
鍬
の

尖
兵 
鴻
巣
試
験
地
に
学
ぶ
」（「
読
売
新
聞
」
埼
玉
版　

四
一
年
一
一
月
一

九
日
）　

／
「
鴻
巣
に
日
輪
兵
舎
」（「
読
売
新
聞
」
埼
玉
版　

四
二
年
六
月

二
六
日
）

　
「
日
輪
兵
舎
」
と
は
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
准
幹
部
生
を
教
育
す
る
た
め

の
技
術
訓
練
道
場
の
こ
と
。〈
戦
時
国
策
〉
へ
の
栄
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
同
時

期
の
類
例
を
補
足
的
に
挙
げ
て
お
く
。「
農
村
訪
問
記  
」（
四
一
年
）。
当
時
、
食

料
増
産
に
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
し
て
、
篤
農
家
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。「
訪
問
」
を
終
え
て
、
栄
は
、「
農
業
報
国
の
実
を
挙
げ
」
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
称
え
て
い
る
。
又
、
要
請
を
受
け
て
、
出
征
兵
士
の
家
を
訪
ね
る
こ
と
も

あ
っ
た
。「
日
本
の
母
（
一
）  
」（
四
二
年
）。
息
子
を
何
人
も
、
志
願
兵
と
し
て

戦
場
へ
送
っ
た
い
わ
ば
「
愛
国
の
母
」
を
訪
問
し
、
そ
の
感
想
を
次
の
よ
う
に

語
る
。「
片
親
で
育
て
て
き
た
（
こ
の
「
日
本
の
母
」）
の
苦
労
に
酬
ゆ
る
も
の

が
、
た
と
え
「
靖
国
」
の
標
牌
で
あ
ろ
う
と
も
、
彼
女
は
そ
れ
を
す
で
に
覚
悟

し
た
上
で
こ
の
落
ち
つ
い
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
は
又
、

棚
田
家
の
三
尺
の
戸
口
の
上
に
「
忠
勇
」
の
札
が
一
枚
殖
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」。

「
日
本
の
母
（
二
）  
」
も
、「
軍
国
の
母
」
を
訪
ね
た
折
の
同
趣
旨
の
文
章
。

　

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
戦
後
も
書
か
れ
た
。「
飢
餓
の
街  
」（
四
六
年
）
は
、
闇

物
資
買
出
し
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
。
埼
玉
県
各
地
を
巡
っ
た
。「
私
は
約
一
時
間

（
註　

）
４１

（
註　

）
４２

（
註　

）
４３

（
註　

）
４４ （

四
〇
）
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を
池
袋
駅
の
フ
ォ
ー
ム
に
立
ち
、
そ
れ
か
ら
寄
居
行
の
電
車
に
の
っ
た
。
熊
谷

で
一
泊
し
た
私
は
、
汽
車
で
東
京
へ
帰
っ
た
」。

３
・
２
・
４　
「
母
の
な
い
子
と
子
の
な
い
母
と
」

　

一
九
五
一
年
一
一
月
、『
母
の
な
い
子
と
子
の
な
い
母
と  
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

終
戦
の
年
に
徴
兵
さ
れ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
で
の
抑
留
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
捨
男
と
い
う
人
物
と
、
熊
谷
に
残
さ
れ
た
家
族
の
物
語
。
捨
男
を
待
つ

の
は
、「
か
ぞ
え
年
十
一
に
な
る
一
郎
と
、
三
つ
の
四
郎
と
、
そ
し
て
お
か
あ
さ

ん
」。
作
中
に
、「
熊
谷
で
戦
災
に
あ
っ
た
捨
男
さ
ん
一
家
は
、
お
と
う
さ
ん
が

帰
る
ま
で
は
熊
谷
で
ま
と
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
が
」
と
あ
る
。
右
に
い

う
「
戦
災
」
と
は
、
四
五
年
八
月
一
四
日
午
後
一
一
時
半
か
ら
一
五
日
未
明
に

か
け
て
の
熊
谷
大
空
襲
の
こ
と
。
こ
の
空
襲
に
よ
る
罹
災
者
は
、
市
全
人
口
の

二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
万
五
三
九
〇
人
、
死
者
は
二
六
六
人
。
母
子
は
、
夫
の

姻
戚
を
頼
っ
て
小
豆
島
へ
渡
る
。
し
か
し
、
一
郎
は
、「（
小
豆
島
へ
）
か
え
っ

て
き
た
そ
の
日
か
ら
、
口
に
は
出
し
ま
せ
ん
が
、
熊
谷
を
お
も
っ
て
後
悔
し
」

た
。
一
郎
の
、
熊
谷
へ
の
郷
愁
が
度
々
語
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
作
中
の
一
郎
の
次
の
言
も
見
逃
し
得
な
い
。「
熊
谷
の
ね
、
少
し

は
な
れ
た
鴻
巣
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
、
農
事
試
験
場
の
こ
と
を
、
い
ま
思
い

だ
し
て
た
ん
だ
よ
。
そ
こ
に
い
る
ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
の
友
だ
ち
の
大
場
さ
ん

て
人
の
こ
と
」。
鴻
巣
試
験
場
は
、
東
京
・
西
ヶ
原
の
試
験
地
が
手
狭
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
開
設
さ
れ
た
。
遡
っ
て
、「
東
京
日
日
新
聞
」
の
〈
埼
玉
版
〉
に
次
の

よ
う
な
見
出
し
が
あ
る
。

　
　
「
農
事
試
験
地
が
鴻
巣
へ
決
ま
る
迄 
地
主
は
自
重
せ
よ
と 
間
瀬
県
農
事
試

験
場
長
語
る
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
埼
玉
版　

一
九
二
三
年
七
月
四
日
）

／
「
国
立
農
事
試
験
地
愈
々
買
収
交
渉
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
埼
玉
版　

（
註　

）
４５

同
年
七
月
五
日
）
／
「
国
立
農
事
試
験
場 
試
験
場
を
鴻
巣
へ
移
転
内
定
」

（「
東
京
日
日
新
聞
」
埼
玉
版　

同
年
七
月
六
日
）

　

一
郎
は
、「
農
事
試
験
場
の
大
場
技
師
か
ら
植
物
図
鑑
を
お
く
ら
れ
た
り
し

た
こ
と
か
ら
、
農
学
校
志
望
は
な
か
な
か
消
す
こ
と
が
で
き
な
」
く
な
っ
て
い

く
。
そ
し
て
、「
大
き
く
な
っ
た
ら
お
と
う
さ
ん
の
い
た
農
学
校
へ
い
っ
て
、
大

場
さ
ん
の
よ
う
に
農
林
技
師
に
な
る
つ
も
り
」
で
い
る
の
だ
。

　

鴻
巣
の
描
写
を
巡
っ
て
、
三
三
年
初
夏
、
文
報
・
錬
成
講
座
で
の
栄
の
経
験

が
、
同
作
に
そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戎
居
仁
平
治
が
戦
時
中

に
、
政
治
信
条
を
理
由
に
受
け
た
扱
い
も
、
同
作
品
に
そ
の
反
映
が
み
ら
れ
る
。

作
中
で
栄
は
、
捨
男
に
次
の
よ
う
に
語
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
お
ま
え
（
長

男
・
一
郎
）
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
か
ら
知
ら
ず
に
い
た
ろ
う
が
、
熊
谷
で
お
と

う
さ
ん
は
農
学
校
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
ん
だ
よ
。
ほ
ん
と
う
は
そ
う
な
ん
だ
よ
。

戦
争
ち
ゅ
う
、
英
語
な
ん
て
敵
国
語
は
必
要
で
な
い
と
い
う
、
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ

な
理
由
で
ね　
―
―
」。

４　

未
来
の
埼
玉
児
童
文
学

　

埼
玉
の
近
代
文
化
の
一
翼
を
担
う
埼
玉
児
童
文
学
の
歴
史
に
つ
い
て
、
二
回

に
亙
り
論
究
し
た
。
埼
玉
の
児
童
文
化
・
児
童
文
学
の
未
来
を
措
定
す
る
上
で

も
、
こ
こ
ま
で
に
言
及
し
た
も
の
に
加
え
、
埼
玉
・
川
口
市
の
地
場
産
業
と
少

年
少
女
を
描
い
た
「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」（
一
九
六
一
年
）
の
作
者
・ 
早
船 

は
や
ふ
ね

ち
よ
、
さ
ら
に
は
、「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
戦
争
」（
一
九
六
五
年
）、「
教
室
二
〇
五

号
」（
六
九
年
）
の
作
者
で
、「
お
し
ゃ
れ
さ
ん
」（
七
六
年
）
に
よ
っ
て
、「
赤

い
鳥
」
以
来
の
�
日
本
童
心
主
義
�
を
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
し
、
児
童
観
の

更
新
を
試
み
た
和
光
市
出
身
の 
大
石 

お
お
い
し 
真 
な
ど
、
考
察
の
必
要
な
児
童
文
学
者
や

ま
こ
と

作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
埼
玉
児
童
文
学
史
の
構
築
、
ま
た
そ
の
学
問
領
域
の
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埼玉の近代文化　２

確
立
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
各
論
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）　
「
埼
玉
の
近
代
文
化　

―　
児
童
文
学
に
お
け
る
展
開
・
石
井
桃
子　
―
」　

河
野
基
樹

　
「
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
」〈
人
間
学
部
篇
〉
第
四
号　

二
〇
〇
四
年
一
二
月

（
２
）　
「
�
玉
杯
�
覚
え
書
き
」　

加
藤
謙
一　
『
佐
藤
紅
緑
全
集
』
下
巻
〈
少
年
倶
楽
部
名
作
〉

　

講
談
社　

一
九
六
七
年
一
二
月　

に
所
収

（
３
）　
『
子
ど
も
の
本
の
百
年
史
』　

尾
崎
秀
樹
・
西
郷
竹
彦
・
鳥
越
信
・
宗
武
朝
子　

共
著

　

明
治
図
書
出
版　

一
九
七
三
年
一
〇
月

（
４
）　
「
私
の
小
説
に
つ
い
て
」　

佐
藤
紅
緑　
「
少
年
倶
楽
部
」
一
九
二
八
年
一
二
月
号　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

（
５
）　
『
子
ど
も
の
本
の
百
年
史
』　

尾
崎
秀
樹
・
西
郷
竹
彦
・
鳥
越
信
・
宗
武
朝
子　

共
著

　

明
治
図
書
出
版　

一
九
七
三
年
一
〇
月

（
６
）　
『
子
ど
も
の
本
の
百
年
史
』　

尾
崎
秀
樹
・
西
郷
竹
彦
・
鳥
越
信
・
宗
武
朝
子　

共
著

　

明
治
図
書
出
版　

一
九
七
三
年
一
〇
月

（
７
）　
「
佐
藤
紅
緑
論
」　

佐
藤
忠
男　
『
佐
藤
紅
緑
全
集
』
上
巻
〈
少
年
倶
楽
部
名
作
〉　

講

談
社　

一
九
六
七
年
一
二
月　

に
所
収

（
８
）　
「
少
年
倶
楽
部
」
一
九
二
七
年
四
月
号　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

（
９
）　
「
少
年
倶
楽
部
」
一
九
二
七
年
四
月
号　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

（　

）　
『
少
年
倶
楽
部
時
代
』　

加
藤
謙
一　

講
談
社　

一
九
六
八
年
九
月

１０
（　

）　
『
処
世
の
道
』　

野
間
清
治　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　

一
九
三
〇
年
九
月　

同
書

１１

に
所
収
の
広
告
文

（　

）　
『
体
験
を
語
る
』　

野
間
清
治　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　

一
九
三
〇
年
六
月

１２
（　

）　
『
野
間
清
治
伝
』　

中
村
孝
也　

野
間
清
治
伝
記
編
纂
会　

一
九
三
四
年
一
〇
月

１３
（　

）　
『
私
の
半
生
』　

野
間
清
治　

千
倉
書
房　

一
九
三
六
年
年
七
月

１４
（　

）　
『
花
は
く
れ
な
い 
小
説
佐
藤
紅
緑
』　

佐
藤
愛
子　

講
談
社　

一
九
六
七
年
一
二
月

１５
（　

）　
「
少
年
少
女
小
説
の
位
置　

―　
佐
藤
紅
緑
試
論　
― 
」　

砂
田
弘　
「
日
本
児
童
文

１６

学
」
一
九
五
九
年
七
・
八
合
併
号

（　

）　
「
紅
緑
に
筆
を
折
ら
し
た
も
の
」　

砂
田
弘　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
七
一
年
一
二

１７

月
号

（　

）　
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」　

内
務
省
警
保
局
図
書
課　

一
九
三
八
年

１８

一
〇
月

（　

）　
『
講
談
社
の
歩
ん
だ
五
十
年
』〈
昭
和
編
〉　

社
史
編
纂
委
員
会　

講
談
社　

一
九
五

１９

九
年
一
〇
月

（　

）　
『
講
談
社
の
歩
ん
だ
五
十
年
』〈
昭
和
編
〉　

社
史
編
纂
委
員
会　

講
談
社　

一
九
五

２０

九
年
一
〇
月

（　

）　
「
紅
緑
に
筆
を
折
ら
し
た
も
の
」　

砂
田
弘　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
七
一
年
一
二

２１

月
号

（　

）　
「
少
年
少
女
小
説
の
位
置　

―　
佐
藤
紅
緑
試
論　
―
」　

砂
田
弘　
「
日
本
児
童
文

２２

学
」
一
九
五
九
年
七
・
八
合
併
号

（　

）　
「
少
年
少
女
小
説
の
位
置　

―　
佐
藤
紅
緑
試
論　
―
」　

砂
田
弘　
「
日
本
児
童
文

２３

学
」
一
九
五
九
年
七
・
八
合
併
号

（　

）　
「
少
年
の
理
想
主
義
に
つ
い
て　

―
『
少
年
倶
楽
部
』
の
再
評
価　
―
」　

佐
藤
忠
男

２４

（
資
料
収
集　

虫
明
亜
呂
無
）　
「
思
想
の
科
学
」
一
九
五
九
年
三
月
号

（　

）　
「
一
五
年
戦
争
下
の
少
年
軍
事
愛
国
小
説
」　
『
勝
ち
抜
く
僕
ら
少
国
民　
―　
少
年
軍

２５

事
愛
国
小
説
の
世
界　
―
』　

山
中
恒
・
山
本
明 
編　

世
界
思
想
社　

一
九
八
五
年
三

月

（　

）　
「
大
衆
小
説
に
関
す
る
思
い
出
」　

鶴
見
俊
輔　
「
女
性
改
造
」
一
九
四
九
年
一
二
月

２６

号

（　

）　
「
大
衆
的
児
童
文
学　
―　
佐
藤
忠
男
氏
批
判　
―
」　

鳥
越
信　
『
児
童
文
学
へ
の
招

２７

待
』　

く
ろ
し
お
出
版　

一
九
六
四
年
五
月

（　

）　
「�
俗
悪
児
童
文
学
�
を
弁
護
す
る　

―
『
月
光
仮
面
』
追
放
を
叫
ぶ
ザ
ア
マ
ス
族
の

２８

偽
善
性
批
判　
―
」　

佐
藤
忠
男　
「
婦
人
公
論
」
一
九
五
九
年
五
月
号

（　

）　
「
佐
藤
忠
男
氏
の
俗
悪
児
童
文
学
を
弁
護
す
る
論
を
批
判
す
る
」　

片
岡
並
男　
「
日

２９

本
児
童
文
学
」
一
九
五
九
年
七
・
八
月
合
併
号

（
四
二
）

─ ２６３ ─



（　

）　
「
上
・
加
太
理
論
を
批
判
す
る
」　

大
藤
幹
夫　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
六
六
年
四

３０

月
号

（　

）　
「
大
藤
批
判
を
批
判
す
る
」　

上
笙
一
郎　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
六
六
年
四
月
号

３１
（　

）　
「
再
び
�
大
衆
的
�
児
童
文
学
に
つ
い
て
」　

大
藤
幹
夫　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九

３２

六
六
年
八
月
号

（　

）　
「
児
童
文
学
大
衆
化
論
序
説　

―　
大
藤
論
文
に
事
よ
せ
て　
―
」　

加
太
こ
う
じ　

３３

「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
六
六
年
一
一
月
号

（　

）　
「
ご
か
ぼ
う
の
縁
」　

壷
井
栄　
「
多
喜
二
と
百
合
子
」
一
九
六
一
年
三
月
号　

多
喜

３４

二
・
百
合
子
研
究
会

（　

）　
『
激
流
の
魚　
―　
壷
井
繁
治
自
伝
』　

壷
井
繁
治　

立
風
書
房　

一
九
七
四
年
四
月

３５
（　

）　
「
紙
一
重
」　

壷
井
栄　
「
中
央
公
論
」〈
秋
季
増
刊
文
芸
特
集
号
〉
一
九
五
三
年
一
〇

３６

月
号

（　

）　
「
父
の
こ
と 
栄
の
こ
と 
そ
し
て
繁
治
の
こ
と
」　

戎
居
研
造　
『
壷
井
栄
伝
』　

戎
居

３７

仁
平
治　

壷
井
栄
文
学
館　

一
九
九
五
年
一
月　

所
収

（　

）　
「
縁
起
」　

壷
井
栄　
「
小
天
地
」
一
九
四
六
年
八
月
号　

平
凡
社

３８
（　

）　
「
モ
ル
ト
ゲ
」　

壷
井
栄　

初
出
未
詳　
『
小
熊
座
』　

三
杏
書
院　

一
九
四
三
年
一

３９

〇
月

（　

）　
「
小
熊
座
」　

壷
井
栄　

初
出
未
詳　
『
小
熊
座
』　

三
杏
書
院　

一
九
四
三
年
一
〇

４０

月

（　

）　
「
農
村
訪
問
記
」　

壷
井
栄　
「
主
婦
之
友
」
一
九
四
一
年
一
月
号

４１
（　

）　
「
日
本
の
母
（
一
）」　

壷
井
栄　
「
読
売
報
知
」
一
九
四
二
年
一
〇
月
二
日　
『
日
本

４２

の
母
』
日
本
文
学
報
国
会　
編　

春
陽
堂　

一
九
四
三
年
四
月

（　

）　
「
日
本
の
母
（
二
）」　

壷
井
栄　
『
小
熊
座
』　

三
杏
書
院　

一
九
四
三
年
一
〇
月

４３
（　

）　
「
飢
餓
の
街
」　

壷
井
栄　
「
中
央
公
論
」
一
九
四
六
年
一
月
号

４４
（　

）　
『
母
の
な
い
子
と
子
の
な
い
母
と
』　

壷
井
栄　

光
文
社　

一
九
五
一
年
一
一
月

４５
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埼玉の近代文化　２

（
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）

Modern Culture in Saitama Prefecture (2)

─ Development of the Children’s Literature, Sato Koroku and Tsuboi Sakae’s Work ─

　　
　

 

KONO, Motoki

　近代埼玉の文化思潮を、その郷土的特質の一端を支える〈文学〉、就中〈児童文学〉の

史的展開から考察する。

 １　【佐藤紅緑「あゝ玉杯に花うけて」】　浦和を舞台とする同作品は、文学史的には、

大衆的児童文学論争を惹起し、派生しては、旧制中・高等学校および師範学校の

学制の問題、大日本雄弁会講談社が生み出した大衆文化の問題、これらそれぞれの

検討を要請する。

 ２　【壷井栄の埼玉を舞台とする文学作品】　栄の〈埼玉もの〉の多くは、熊谷・鴻巣

を作品舞台とする。戦中・戦後期の埼玉の社会世相を、文学の言説から検証する。

　本稿は、〈埼玉児童文学論〉の学的確立とともに、埼玉文化の〈未来像〉を措定するこ

とを目的とする。なお本篇は、「埼玉学園大学紀要」〈人間学部篇〉第４号に掲載の、「埼

玉の近代文化 ―― 児童文学における展開・石井桃子 ―― 」の続編に位置する。

─ ２６１ ─

キーワード：埼玉文化、児童文学、大衆文学、佐藤紅緑、壷井栄
Key words ：Culture in Saitama Prefecture, Children ’s Literature, Popular Literature, Sato Koroku, Tsuboi 
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